
特
集 「国勢調査」総復習

調査まであと２か月！本番直前に徹底解説

　

例
え
ば
、
料
理
を
す
る
と
き
に
、

一
緒
に
食
事
を
す
る
人
数
や
そ
れ
ぞ

れ
の
好
み
を
考
慮
し
て
食
材
調
達
や

調
理
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
、
何
事

も
何
の
根
拠
も
な
く
て
は
、
今
後
の

方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
日
本
の
今
後
を
考
え

て
い
く
こ
と
も
同
じ
で
、
雇
用
や
少

子
高
齢
化
な
ど
、
地
域
ご
と
の
実
態

や
社
会
の
変
化
を
根
拠
あ
る
数
字
で

見
る
こ
と
で
、
地
域
や
時
代
の
実
情

に
合
っ
た
施
策
や
未
来
に
つ
な
が
る

計
画
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

時
代
が
移
り
変
わ
り
、
調
査
方
法

な
ど
国
勢
調
査
も
時
代
に
合
わ
せ
て
変

化
し
て
い
ま
す
が
、
根
幹
に
あ
る「
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）」

と
い
う
考
え
方
は
、
調
査
が
始
ま
っ
た

百
年
前
か
ら
全
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

作
る
た
め
の
羅
針
盤
と
し
て
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
ま
た
統
計
は
、
国
全
体
だ
け

で
な
く
、
都
道
府
県
別
や
市
区
町
村

別
で
も
出
さ
れ
る
た
め
、
県
や
町
が

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
立
て
る
時
に
も

活
用
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も

が
増
え
て
い
る
地
域
で
は
児
童
施
設

を
つ
く
っ
た
り
、
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
地
域
で
は
高
齢
者
の
福
祉
や
介

護
の
充
実
に
力
を
入
れ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
域
の
防
災
・
災
害

対
策
や
道
路
、
上
下
水
道
の
整
備
計

画
な
ど
に
も
国
勢
調
査
の
結
果
が
利

用
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
く
私
た
ち
の

生
活
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

す
ぐ
に
は
影
響
を
表
さ
な
い
た
め
、

効
果
を
感
じ
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
一
人
ひ
と
り
の
現
状
を
正
確

に
回
答
す
る
こ
と
が
、
最
終
的
に
自

分
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
に
反
映
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

日
本
に
住
む
私
た
ち
の
答
え
が
、よ
り

よ
い
未
来
を
作
っ
て
い
く
第
一
歩
に
…

そ
う
捉
え
て
国
勢
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

国勢調査の統計結果は
どのように活用される？

もしも国勢調査が
なかったらどうなる？

「日本で最も重要な統計」と呼ばれる国勢調査は、私たちの暮らしの
中でどのように役立てられているのでしょうか。今回は、調査をスムー
ズに進めるため、国と市町村との連携や調整を図っている福岡県調査
統計課の用松真一郎さん㊨と石川麻希さん㊧にお話しをうかがいます。

２時間目▶
調査結果の活用法

Study!!! 

業課 外 授

根
拠
あ
る
数
字
で
導
き
出
す

確
か
な
未
来
へ
の
道
し
る
べ

豊
か
な
社
会
築
く
た
め
の

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の「
今
」
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衆議院小選挙区を正しく改定できず
民意を平等に国政へ反映させられません

地方の重要財源である「地方交付税」を
正しく交付することができません

自然災害から命を守るための
万全な防災・災害対策が実施できません

国や市町村の「行政」だけでなく
私たちの身近な暮らしに影響を及ぼします

議院小選挙区は、各選挙区の人
口が均衡するように国勢調査の

結果（人口）をもとに改正されています。
地域ごとの正確な人口がわからないと、
国会議員の定数を各地域に振り当てら
れず、日本各地の国民の意見を平等に国
政へ反映させることができなくなります。

年も九州などで甚大な被害を受け
るなど、災害多発時代を迎えた現

代。「命」を守るため、各自治体が策定する
防災・災害対策に、国勢調査の昼夜人口
等が活用されています。この調査がなけれ
ば万全な計画が立てられず、最悪の場合
生命にも影響を及ぼす可能性があります。

幅広い状況で私たちの生活に役立
てられる「国勢調査」を少し違った視
点から見て、その重要性を探ります！

方自治体間の財政力の均衡を
保ち、一定の行政サービスが行え

るよう、国税の一部を各自治体へ再配分
する「地方交付税」。国勢調査がなければ
各自治体の実情に合った額を交付するこ
とができず、福智町のような財政の厳し
い自治体はその存続にも関わってきます。

術研究をはじめ、企業の商品開発
や出店計画、需要予想などにも国

勢調査の結果が活用されています。私た
ちが気づかないだけで、身の回りの生活の
さまざまな場面で統計結果が反映されて
いるため、この国勢調査がなければ暮らし
に影響を及ぼすことにもなりかねません。

衆今

地学

【地方交付税】31.2%

47億5,000 万円

歳入

152億
92万円

福智町の本年度歳入予算

一
人
ひ
と
り
の
現
状
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
未
来
を
作
っ
て
い
く
第
一
歩
。

身
近
な
暮
ら
し
の
色
ん
な
場
面
で「
道
し
る
べ
」と
な
る

国
勢
調
査
で
、皆
さ
ん
の「
今
」を
伝
え
て
く
だ
さ
い
―
―

key phrase!!!

Ac
ad

emic research

sto
re opening plan

pr
od

uc
t developm

ent

詳しくは
コチラで確認▼

　福智町の人口ピラミッドの推移を見
てみると昭和60年は、年少人口が老年
人口よりも多い「つりがね型」を形成し
ていますが、令和27年にはその逆に近
い形状で細くなると予測されています。
下げ止まりの見えない人口減少をくい
止めるためにも、地域ブランド化など
による地方創生が求められています。

人口ピラミッドから考える
福智町の「課題とこれから」

福智町の人口ピラミッドの推移
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昭和60年（1985）令和27年（2045）

Let's study！ 国勢
調査

→今年３月に完成し
た「福智町まち・ひ
と・しごと創生総合
戦略」の策定時にも、
国勢調査や他調査
の統計結果などが
役立てられました。

聞
き
逃
せ
ま
せ
ん

あ
な
ど
れ
ま
せ
ん

こ
れ
は
、
油
断
で
き
ま
せ
ん

っ

さ
す

ぅ
さす

！！

っ
さす
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